
渋沢栄一にまつわるお金のはなし

2024年度上期を目途に、新しい日本銀行券が発行されます。そのうち一万円券は40年ぶりに肖像が変わり、
渋沢栄一（1840-1931年）となります。渋沢栄一にまつわるお金の話を、貨幣博物館の所蔵資料からご紹介します。

国立銀行紙幣 第一国立銀行 1873年 (明治 年)

栄一は明治初期に大蔵省で国立銀行制度*の構築に尽力し、その過程で国立銀行紙
幣の図柄の選定にも関与した。しかし国立銀行制度ができた翌1873年に官を辞し、
日本初の近代的な「銀行」となった第一国立銀行の経営を担った。

明治時代初期 国立銀行紙幣幕末 一橋領のお札

加筆修正された 頭取「澁澤栄一」
栄一は、当初第一国立銀行の「総監役」に就任し、頭取は出資していた小野善助と三井
八郎右衛門が務めたが、1874年の小野組の破綻により1875年に渋沢が頭取に就任した。

国立銀行紙幣には頭取名が刷られており、後から栄一の名が朱書きで加筆修正された。

◆一橋家の財政立て直しを目指して

・栄一は、一橋家に仕え、財政を立て直すた
め領地を巡り、播磨の特産品である木綿に
注目した。

・良質の木綿を生産者から高く買い、大坂・
江戸で直接販売することを考え、一橋産物
会所を今市村（播磨国、現兵庫県高砂市）
に開設。

・地域で使えるお札（木綿預手形）を発行し、
それを資金に仲買が木綿売買をしやすくな
るようにし、地域経済の活性化と財政の立
て直しをはかった。

一橋領 御産物木綿預手形
1865年(慶応 年)

一橋家に仕えていた栄一が、財政立て直しの
ために播磨国内の領地で発行したお札。

一橋領
播磨国今市村

◆お札の信用を得るために

お札の発行にあたっては、地元や
近隣の裕福な農商から6000両以上
の出資を得た。

彼らが会所の役職につき、お札の
信用は得られ、額面通りに流通した
という。

＊「国立銀行」という名称はアメリカのナショナルバンクを訳したもので、「国立」と称しても民間の会社である。
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頭取三井の紙幣もあった。

栄一が発行に関わったお金

一橋家家臣時代

大蔵省仕官、第一国立銀行役員時代

裏

ミニクイズ： 下線部空欄（表裏4箇所）を調べて埋めてみましょう。
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渋沢栄一の銀行・企業育成への想い

高橋是清への書簡に見える渋沢栄一の国立銀行への想い
1913年、日本銀行第7代総裁を務めていた高橋是清は、自身が大蔵大臣に就任するにあたり、栄一に後任の日本銀行総裁への就任を要
請した。これに対し栄一は、国立銀行制度の創設・第一国立銀行の設立から約40年にわたり民間にあって銀行・企業の発展に尽くして
きたことを踏まえ、高橋への書簡の中で「宿志」（長年の志）は今更変えられないとして就任を固辞した。この結果、横浜正金銀行頭
取であった三島弥太郎が日本銀行第8代総裁に就任した。

渋沢栄一邸と第一国立銀行

渋沢栄一にまつわるお金 まめちしき
地方自治法施行６０周年記念貨幣の埼玉県（2014年発行）の千円銀貨にも、
埼玉県出身の渋沢栄一がデザインされています。

渋沢栄一にまつわるお金のはなし #貨幣博物館おうちミュージアム

井上探景（安治）「江戸橋ヨリ鎧橋遠景」1888年

渋沢栄一邸 1888年竣工（中央：黄色い建物）

後に日本銀行本店本館を設計した 設計によるヴェネツィアン・ゴシック
様式の建物。栄一はこの日本橋川、兜町、茅場町一帯をヨーロッパの交易都市になぞらえ、
一大ビジネス街へと発展させる構想を持っていたとされる。

第一国立銀行 1872年竣工（右：城郭のような建物）

木造5層の擬洋風建築（和洋折衷）。当初、三井組ハウスとして建てられたが、国立銀
行制度の施行にともない、竣工後間もなく栄一が「総監役」を務める第一国立銀行に
譲渡された。三井組は 組とともに第一国立銀行の出資者ともなった。

この建物は、二代清水喜助が施工したが、栄一はその後、清水組の相談役として長く
経営指導を行った。

新しい日本銀行券 一万円券
発行時期：2024年度上期を目途

肖像：渋沢栄一

財務省資料より

栄一は、第一国立銀行（後に第一銀行）を拠点に、他の銀行の設立・運営を援助し、銀行集会所・手形交換所を設立するなど、
全国的な民間銀行のネットワークの構築に力を注いだ。また、株式会社組織なども活用した企業の創設・育成に尽力し、生涯に
約500社もの企業の経営に携わったといわれている。その中には、日本の近代化を支えた多くの企業が含まれている。

ここで紹介している諸資料は主として貨幣博物館の中核である銭幣館コレクションに含まれていたものです。銭幣館コレクションは第16代日本銀行総裁渋沢敬三
（在任1944.3ｰ1945.10）の時に日本銀行へ寄贈されました。渋沢敬三（1896-1963年）は栄一の孫にあたり、民俗学への造詣が深いことでも知られています。
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常盤橋公園の栄一の銅像
（貨幣博物館より徒歩2分）




